
『小右記」 における病気・怪我に関する表現

消 水 教 子

はじめに

平安中期の記録語文献の一 つ、公卿藤原実資(957年 ー1046年）の啓いた日記「小右記」

(982年正月から1032年12月までの記事が現存。以下、本文献と呼ぶことにする。）では、

病気・怪我に関する表現はどのように記されているのか。特に、一文中での主語と述話、

連用修釦話と述語、などに用いられている単語に注目しながら、注意すぺき表現の類型を

探ってみる。これが本税の目的である。

将来の目標は、本文献と同時期の他の記録語文献、藤原道長(966年～1027年）の「御
堂関白記」(998年から1021年までの記事が現存。）や藤原行成(972年ー1027年）の「権

記J (991年から1011年までの記事が現存。）において、本文献と同様の方法で調査するこ

とにより、平安中期の記鐸栢文献に見られる「病気 ・ 怪我に関する表現」に共通する表現

の類型と、三者間の個性差による表現の述いとを考察することである。

・なお、本税の作業には、「小右記ーJ r小右記二」「小右記三」（いずれも1973年臨川密店

発行）の三間を用いた。以下の具体例の引用は、例えば、1027年11月218の記賽「亦背髄

物発動」（「小右記三J P 149)の場合、紙幅の都合上（三P149)とのみ記すことにする。

病気・怪我に関する表現の実態

病気・怪我に関する表現の実態では、どんな単籍が用いられているかを中心に考察する。

その際、記錢語文献のように原則とじて淡字のみで表記されている場合、その単話の読み

方を認定することはさほど容易ではない。特に、和師か字吝語かの認定には迷うものが多

い。その認定の根拠としては、鎌倉時代害写の「 色葉字類抄J (1964年風間杏”刊）及ぴ

「観智院本類棗名義抄」(1970年Ji1.f!ll密房刊）を参考にしたが、未解決の単語もある。•

以下、異なり甜に注目して、その使用状況を記述する。

名詞（相当語）を中心に

病気・怪我に関する名詞（相当語）は、和話として、笛．拭． i. 応、C砿．域
“

磁＊
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しか，， つつか なや史しII I;ゃ人 1jれもの や9ひ 99つら0 99ら19やみ い94いとこ，， ヽヽIこしとこう な↑t,とこ9、
近目・恙．悩気・ 悩．腫物・病・ 煩 ．冦病・所・ 労·所痛・所 ． 悩．
bつらムとこみ エキ エキレイ ＊ンシ.. , 7ウ クワ99ン

所 煩（以下省略）など5.2語、；字音語として｀、疫 ・ 疫媒・ 飲食・．苦痛 ・
＇ 椛乱・

シ今そツ シ＊會9 ，，ヤケ• ・シヤ '9.,., ，，ンシンヽ シン9ウ ズ9ヽク チ ＊
・

ツ 7ヒヤ?. ,. ． フ ヨ フレイ リシャウ

食物・時行・邪気・邪露・心神・ 心労・寸白・痔・熱・凪病·不予・不例・痢病
（以下省略）など57悟、併せて109語である。

上記のt吾の内、用例数の比較的多いものの中から次の9 語一—•病(176例） ．悩(50

例） ・心地(35例） ．疵(23例） ．邪気( 43例）・心神(38例）・風病(34例） ．痢病
( 21例） ・飲食(12例）ー一を取り上げる。

ー文の表現は、どんな名詞．（相当語）がどんな動詞（相当語）や形容詞（相当語）など
と一緒に用いられているかによって決まるので、•以下それについて説明する。

わつらム

①病は、「忽堡胸病 不参御前」(-P36)のように 煩15例、「登病不参」(- P 1 8) 
シ•ウす J9t t,. 

のように称12例、「左衛門督病瓜由云々」（二P214)のように重10例、「雅通依胸病堡．． 
9ヽブ9ウ あり

堕未可参」（二P 79)のように発動6例、「申云在身病」（二P78)．のように有5例と
ょ，，L

いった具合である。②悩は、「宮御悩頗宜由承案内」(- P153)のように宜6例、「御悩一．
こころよからす

尚王堡」(-Pl54 )のように不 快3例、「宮御悩去夜極巫由 早朝有告」(-,P15 8)
J1tL にる

のように重3例、「御悩似重痢発御J (- P 15.2)のよ うに似3例といった具合である。
ょ，，L

③心地は、「今日御心地額宜云々」（二P1 84)のように宜 3例、「御心地王互之時事也
ょらしからす• ここみよからす

者」（二P249)のように 不宜3例、「御心地尚不快」（二P35 7)のように 不 快2 例
79さす

という具合である。④疵は、「面疵未復葬常」（二P375 )のように未復1例、「日々所労
ヘイユ

疵翌室」（二P375 )のように平愈1例などである。⑤邪気は、，「御邪気能被悶伏者」(-P
テウ79 とりいる

4 43)のように湖伏4例、「日夜為邪気被墨ム」（三P 68)のように取入 3 例、「時行邪気
血箋」（二P39)のように宵英3例、「初是時行 後坐邪気」(- P440)のように位i3

. . か19 9つる. • • . 

例、「邪気厘登一両女人之後 額宜御巫者」(- P 157)のように駈移2例などである。
ょろしからす

⑥心神は、「依心神不宜 不相途」（三 P195)のように 不 宜21例、「従午時許心神極悩. — 
，，ぐ●し 7カ9

(-P62 )のように 悩15例、「心神杢四腰亦不動」（三Pl70)のように不党9例、
フクす

「心神堡例」（二P99)のように復 4外「依心神壁堡不向禄所（二P298)のように
たへかたし ・，、フトウ

灘堪3例などである。⑦凪病は、「宰相従一昨夕凪病登堅」・（二P345)のように発勁14
JIこる

例、「今日依風病竺不参」（三P229)のように発5例、「摂政被竺凰病」（二P73)のよ
いた 1” ’‘ットク

：

うに労3例などである。⑧痢病は、「従暁更痢病竺型J （三P87)のように発動6例、
いた1よる わつらよ

「昨日俄登痢病」（二P 371)のように労4 例、「従夜部重堕痢病」（三P66)のように 煩
うItす

3例などである。⑨飲女は、「日来王竺飲食」（二P214)のように不受7例、「飲女杢ム
いれす た＊

ロ」（三P153)のように不入 1例、「飲食已堡J （三Pl49)のように絶1例などである。
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以上から、⑦風病ゃ⑧痢病は発動と、⑨飲ttは不受とよく 一緒に用いられていると言える。

2 動詞（相当罷）を中心に
ぁへ（ いたUる いたt, ぃ● うつ

病気・径我に関する動詞（相当語）は、和匝として、 瑞・ 労・茄．愈・打 ・

ぅn( 99こる （るL... （し，，（ そこな... らる つかる なやt, Ut, ...す やt, わつら.. 
吟•発・ 苦．眩 ・ 損・散・疲・悩．胚．臥・病・ 煩 （以下省略）など

ハッ争

74翡、字も語（淡語サ変動詞も含める）として、 iii. 品箪．玩冦．、社itb. 示涵．
へ479 ヘイユ 9ツす ケンす シャす シ•9

．

す ソンす 79す

平復•平愈（以下省略）．屈・減・潟 ・ 称・存・復（以下省略）など2 9語、併
せて103語である。

Cやし いた19し

上記の内、用例数の比較的多いものの中から次の9t§— 悩 (126例） ・ 労 (2 39 
91こる h..ら.. ヘイ79 ヽヽツトウ ヘイユ ' 

例） •発 (62例） • 煩 (77例） •平復(44例） •発動(30例） •平愈(15例） ． 
シ•つヤ ケンす

称 (31例）・減(30例）一を取り上げる。
⑰辺は、何を 9悩むかという対象を表記上明記している場合が少なく、「斎王此一両日悩

は t,0

給御歯(- P256)のように歯2例、「大殿自夜llll瓜悩給御胸」（二P180)のように胸2
ス9ヽ9

例、「品太后宮8来磋給立旦」(- P 262)のように寸白などである。②労は、「左相府被労
あし こし

足不被参入」(- P457 のように足3例、「是街腰瓜労給也」（三P256)のように腰3例、） 
「昨B俄労塑径」（二P371)のように痢病3例などである。③発は、「御塾丑発御云々」

7と▼9 bら11ゃみ

(- P285)のように凪病5例、「只堡塾許発給之由」(- P277) のように繕病4例、
＊ツ b..ら ... 

「禅閤熱発不被聴1l11」（三PSO)のように熱4例などである。④煩 は、「式部句宮室従
t,b.,やIO

去七B煎煩墜翌（三P38)のように胸病10例、「左術門告女児B来煩壁且（二P94)の
・

シ令ヤ' ,,ヒヤウ

ように時行3例、「従夜部煎煩堕堡」（三P66)のように痢病3例などである。⑤平復は、
ゃ9り しれ

「又堡已平復云々」(- P424)のように病4例、「栂堕平復」（二P 181)のように胸3
7ヒヤウ ’J<ヤ9

例などを主話としている。⑥発動は既に前記1で述ぺたように、風病l4例・痢病6例な

どを主語としている。⑦箪点は、「径忽不可平愈」(- P 169)のように場r1例、「而匝竺
いたはるとこら

未平愈之間 不能定申」（二P335)のように所 労l例、「B来煩赤班堡平愈（三P62)
かさ いたIIるとこら

のように癒1例などである。＠淋は、「釣称匝笠退出」(-P 181)のように所 労18例、
ゃIO

「称径退去」（三P68)のように病7例、「今日俄称壁堡円三仰遺」（三P135)のよう
わっ，9...とこ，， ，， 

に所 煩l例などである。⑨減は、「所労且七分之七八減者」(- P351)のように目3
いた19るとこみ

例、国逗今日頗減者」（二P371)のように所 労1例、「少将亜竺未減」（三P66)の
なやしところ わっら...とこ..,

ように所悩1例、「少将壁迅未減者」（二P357)のように所 煩1例などが主語である。

3 形容駒（相当罷）を中心に
あかし あかし あっし あ9ねし あやムし いたし Uしし

病気・怪我に関する形容詞（相当語）は、赤・明・，熱・ 遥．危．痛・重・
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省．＜n信．＜ぎ・ここ釘．宮．つざ紺．な紺．昧
‘

姜．室·· 9五宝（以下省略）など23

語である。上記の内、氣(108例） ・雑堪(21例） ・然(17例） ・不快(18例）の49呑を

取り上げる。
ゃ｀ひ

①重は、「煎手朝臣申母病重由」(-P420)のように 病1呻j、「去夜宮御悩重発給由J
なやみ しね

(-P 154)のように悩8 例、「御堕煎発給」（二P19 1)のように胸2例、「大殷御土挫
ここら

猶釦（二P 197 )のように心地2例などが主語である。③熱は、「且熱心神不宜J（二P

95)のように17例中16例までが身を主語としている。④不快は、「主上御目粘不快欺」（一
め ごこら

P424)のように目7 例、「党給後御心地猶不快者」(-P28 6 )のように心地4例、「良太
なやみ

后御悩猶不快御」（三P135)のように悩3例、「墜蛍猶未不快之故也」（三P158 )のよ
いた12..とこ，，

うに所 労3例などである。

以上から、③笞訂ょ合との結合が多く用いられていると甘える。

4 形容動昂（相当藷）を中心に
ぁ＆らかならす “'こやかならす

病気・・怪我に関する形容動詞（相当語）は、和語が 不 寄・不 穏の2栢、字音託
が記箪． 1i.. 届品．苔誠．呈忌．シぷ寄．笹u. 点．う藷;.茉元．呆滋·は囁

＇

の12語
ぁ8らかならす “たやかならす

併せて14諾である。上記の内、 不 寄( 2例）・不 穏 ( 2例）．届点(7例）
フカ9

不覚(37例）の4諾を取り上げる。

①不審は、「御旦事案内、一両蔵人云 昨今弥御不審」(-P420)「今日御且不如昨日
狛不審御也」(-P443)のように、2例共に目に関して用いられている。②不穏は、「相

府足雖平復往些不穏（二P 10)「須進御所令奏而往芝不穏」（三P281)のように、2
＇ 今ワフフ

例共に行歩が主9吾である。③枯稿は、「而枯棺身体未如葬常」（二P99)「被痛煩 有枯稿
シン9イ ケ

之包者」(-P457 )のように、身体や気を修飾している。④不蛇は、「如此之間心神不党
“'9し2す

饂者」（三P7 1)のように御坐2例、「通夜不党悩給今間令休息」（二P 18 0)のよう
なゃt,

に悩5例、 「去朔日按察行成俄示党堕飲食不入口太重煩者」（三P 153)のょうに
わつらJ,

煩2
‘

例などを修節している。
、あ贔らかならす め “たやかならす ＊ヤ97 つカク 〇やし

以上から、不 審は目と、 不 穏は行歩と、不党は悩と、それぞれよく一緒に用
いられていると首える。

ー 注意される表現の類型

前記二では、主語と述語、目的語と述語、修鉗語と被修飾語などのそれぞれの関係にお
いて、どんな単話が一緒に用いられているかについて考察した。ここでは、病気・怪我に関

して同じような意味を示す表現の場合に、どんな類型が用いられているかに注目してみる。
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9Jこら 、ヽツトつ ハッキ

本文献では、（l湖気が生じるという意味の場合は、 発62例• 発動3暉lJ•発起1例の3
いた1よる 。やし わつら... やし

器、(2)病気であるという意味の場合は、 労239例・悩］56例 ・ 煩77例・病4 例・
ヘイフク”いLり つつ倉あり

布柄5 例・有恙4 例の6種類、(3)病気が回復するという意味の場合は、 平復44例・
フクす ヘイす ヘイユ ケンヘイ ヘイソン ヘイケン 9ツす

復37例・・平16例•平愈15例・減平6
・

例•平損5 例•平減3例・減2 例の8語、がそ
シンシャ9

れぞれ用いられている。又、(4潜通すなわち病気でない状態を示す場合は、 葬常16例・
H ヘイ七イ つね，，贔

例以例•平生1例・常俄1例の4種類が用いられている。

この四群につ いて、以下に表現の類型を考察する。

1 病気が生じるという意味の場合

宵．＇益J£. 涵は、その主罪に注目すると、拭孤．黛·袖屈．冶
｀

紺．湛
“

紺．
苔五．ん．ぷ蔽．なぷ．薗苔．伍．こぷ”紺．満”紺．＇器

“t

薪..紺＇省fなどである。

三つ の動阿（相当語）にできる限り共通して用いられている主栢を選んで具体例を岡ぺて

みると、①発は、「日来邑色時々発動 今日弥発不可参之由」（三P45)「春宮大夫墾堕更

発」（三P124)、②発動は、「内府俄被申邑堕発動之由」（三P 234)「亦背嬰堕発勁 不受
医燎」（三P149)、③発起ば、「近日登堕墾毯共以発起」（二Pl0) などであり、三者1l1lに

使用上の差巽は認められない 。従って、本文献の記者藤原実資は、①発62例②発動め例③
発起1例の腹に、 つ まり、和9和の動詞発を最も好んで用いたと考えられる。

なお、発に引用した具体例の中で、発動と発の両方を用いているのは、同 一坪の繰り返
しを避けたものと考えられる。

2 病気であるという意味の場合
・体のどこ（部位）が病気であるのか、又は、どんな刹気であるのかを関ぺてみると、

筵．宵．韮．曲．磁．憐、'#富．笛·雌·罪 ·M«· 岱寄．籍協·踪・
しね"..，，， わら1"み

胸病・雌病などである。前記1
・

と同様に、6種類の動詞（相当店）にできる限り共

通して用いられている器を選んで具体例を比較してみる。

①愕
る

は、「資平云 主上労御々墾」（二P 101)「資頼云 主上御悩令平復給 赤班堡
とやt, わつらふ

只五ケ日許令労給者」（三P65)、②悩は、「主上悩御赤班登云々」（三P63)、③煩は、
ゃt,

「母氏今B俄煩堅二三度」（三P265)「中納言室家重煩赤班堕」（三P68)、④病は「資房
ゃl"あり

病腹撫極 去夜痢廿余度」（三P66)、⑤有病 は「或有且病不可参入」（二P410)、⑥
.,.,..あり

有恙は「参入陣事思恵多端 老人有恙所憚無極」（二P383)のように用いられており、
⑤⑥を除いて残り四 つ の動詞の問には使用上の差異が認められない。①労②悩③煩④病の
四 つ の動詞が目的栢を取るのに対し、⑤有病⑥有恙はどこにという補胚を要求するもので
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ある。

又、本文献の記者は、①労239 例＠泌156例③煩77例 ④病4 例の顧に、つまり、労を最も

好んで用いたと考えられる。

次に、労・悩・煩の三つの動詞に共通して見られる表現の類型は、①労が「使申云 扶

公出立之間 前日匝登癒更発」（三P 56)「相扶座登必可参入」(- P 158)のように
いたはるとこ，， なゃ0とこ，，

所 労79例、②悩が「和尚匝堡従昨弥重J （二P282)のように所 悩 30例 、③煩が
hつらふとこ，，

「彼殿御消息 従去夜所煩難堪者」（二P 174)のように所 煩 23例などに用いられてい

る「所～」（ーするところ）という形であり、これ全体で名詞に相当する。
いたはる

又、他の類型は、① 労 が「報云 足下互匝翌今明不可参入」（三P74)．のように
いた1iるとこ，，あり なやし

有所 労13 、1例、② 悩 が． 「或云 源宰相日来直堕堡於三井寺修菩云々」（二p 6 )の
hつら... 

よう に有所悩 4 例、③ 煩 が「左大将教通俄有所煩退出」（二p227)のように
わっら..とこ，，あり

有 所煩14例などに 用いられている「有所～」（～するところあり）という表現である。

3 病気が回復するという意味の場合
へ479 79す ヘイす ヘイユ ケンヘイ ヘイソン ヘイケン ・メッす

平復 ・復•平 •平愈・減平•平損•平減． ． 滅の8語は、その主語に注目すると、
あし " t, ね ここら シンシン シ＊ なやみ や 9 ひ 8す ...さ ネツのケ フヒヤウ ’J <ヤク いI9 19 るところ

足・目・胸・心地・心神・食・悩・病・疵．癒・熱気・風病・痢病・所 労 ・
なやしところ

所悩などである。この8語にできる限り共通する主語を取っている具体例を引用する

と、①平復 は．「歴差漸以平復 而時々心神不宜」(-P284)「入夜資平来云 左将軍翌已

平復」（二P 139)、②復は「余報云匝要猶下復例 」（二P383)「面痙未復葬常逢人多憚

耳」（二P375)、③平は「申匝差未平之由」(-P 153)、④平愈は「而匝翌未平愈之間 不

能定申」（二P335)「日々所労痙平愈」（二P375)、⑤減平は「近江守朝臣日者塾埜 自昨

夕似減平者」(-P 176)「右大臣日来被労堕旦減平之fll] 従一昨日身熱悩苦云々」（二P

105)、⑥平損は「重手朝臣申母毬煎由 平f員期可難知J (-P420)「径経所労堕墾未平

損」（三P 136）、，⑦平減は「余且翌漸以乎減 面疵今三四分許未説」（二P 377)、⑧滅は

「宰相云 資房今日服韮 似有験匝差頗滅者」（三 P67) 「宰相来云 資房已有減気 少
許食埜包滅」（二P361)などである。

レイ9： シンシャウI:

以上から、②復はその後ろに例 とか辱常とかの補語を伴っている点に述いがある

が、その他の七つの語には使用上の差異が認められない。
ヘイ79 ヘイす ヘイユ ヘイケン

次に 、 平復•平•平愈•平減の四つの語に 共通して見られる表現の類型は、①平復

が「臨未剋有平復給之気 然而猶令悩給」（一 P 286)、③平は「今日大殿白地渡座土御門
ヘイユ

卸心地亙平包歎J （二Pl98)、 ④平愈は「舟来云 咋日以後在平愈色者」(-P282)、⑦平

減は「式光今日互平減包」にP390)などのように、「有～気」（～するケあり）である。
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つ
異

気とI±様子の意味である。
＾ィュ

その他、箪履と平愈の二つの語に共通して見られる表現の類型は、①平復が「初退出是熱発也今夜滸薄衣臥筵上恩平復者」（二P232)、④平愈が「人々云近日時疫漸以無音希有悩者不過三日五8 豊平愈云々」（二p 3)のように、「得～」（一すること，をう）である。

4 
シャウ ヘイセイ つ99のキ

着通すなわち病気でない状態を示す場合
レイシン

，尋常 例•平生 ・ 常儀は、何が普通すなわち病気でない状態を示しているかを調ペると、心地
チ さす め

疵・目·畜",'薔
9 ると

斎'·箭
ココ

・ むと
·函．芯籍．ぷ社．督韮孤砿 ． 五碁 ． 蔽尻などである。

①緑常は「今日両度訪大納言匪埜不復尋常者」（二P108)、②例は「余両三日坐壁復
例」（三P159)、③平生は「若御御翌圭御覧遠近物欺」（二P456)、④常儀は「昨日酉刻許発 未時剋復笠堡昨日頗宜発御」（二P313)のように 、四つの語の間には使用上の差異が認められない。従って、用例 数一�尋常16例 ・ 例24例 •平生1例・常俵1 例ーーから見て 、本文献の記者は②例 を最もよく用いたと考えられる。

次に、上記の四つの語（尋常 ・ 例 •平生・常儀）に共通して用いられている表現のは、①器常が「摂政御心地墾器常」(=P99)、②例が「頭中将賽平伝勅云 御目無可墾

類型

例之期 嘆思無隙」（二p I)、 ③平生が「若墾御平生御覧遠近物敷」（二P456)、④常儀（つねのキ）が「昨日酉刻許発御 未時剋復常儀」（二P3!3)のように、「復～」（～にフクす）である。
又、①昴常と ②例の二つの語に共通して見られる他の表現の類型は、①尋常が「昨発悩後辿尋常」(-P275)、②例が「御目辿例」(-P456)「入夜中将来云初参禅室急坐乍臥有行橡而心神迎例云々」（三Pl47)のように、「如～」（～の ことし）であ

太危

る。

快不

又、上記の二つの語に共通して見られる他の類型は、①尋常が「弥有平復之気 飲食雖不 堡尋常者」（二p 3)、②例が「今日Ill!日頗得尋常但病体芭例已不可存」（一P277)のように、「異～」（～にことなり）である。

四 ま と め

1 

語51語 ・

本文献における病気 ・ 怪我に関する表現に見られる異なり語は、名詞（相当語）が和 字音語5 7語 、動詞（相当語）が和語73語・字音語29 語、形容詞（相当語）が和語22語 、形容動詞（相当語）が和語 2 語 ・ 字音語12語であり、異なり語の総数は和語184
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語・字音語98語、 併せて246語である。

2 -'文における主語と述語、 目的語と述語、 作飾甜と述語、 補語と述語などに用いら

れている単語の観点から、次の 3 点が言える。
う,,.,.

(1) 風病・痢病は発動と、飲食は不受と、 それぞれよく一緒に用いられている。
あっし

(2) 形容詞熱は、 身を主語としてよく 一緒に用いられている。
あさらかならす ＂たやかならす キャワフ

(3) 形容動詞（相当！吾）では、 不 寄は目と、 不 穏は行歩と、 述語と主語の関

係においてそれぞれよく一緒に用いられている。
フカ9 ，'ゃt,

又、 不党は悩の修節語としてよく一緒に用いられている。

3 注意される表現は、 同様の意味を示す動詞（相当語）として、次の3群がある。
＂こる 9ヽブトウ ヽヽッキ

(1) 発 •発動•発起の 3 語。
いた1』る なゃし ゎつらム やし ゃ20あり つつかあり

(2) 労 ・ 悩 ． 煩 ・病・ 有病・ 有恙の 6 種類。
ヘイ79 79ナ ヘイす ヘイユ ケンヘイ ヘイソン ヘイケン メッす

(3) 平復・ 復 • 平 •平愈・減平•平損•平減· 滅の 8 語。

又、同様の意味を示す名詞（相当語）としては、 尋常・例·平生・常倍の4語が用いら

れている。

以上、いずれの群においても使用上の差異は認められず、それらの内のどれを用いるか

は本文献の記者の好みであると言える。すなわち、 (1)群は発、 (2)群は労、 (3)群は平復、 名

詞（相当語）は例が、 それぞれ最も多用されている。

4 注意される表現の類型は次の3点である。

(1) 上記 3 で述ぺた第 2 群の動詞（相当語）の中で、労・悩・煩の 3 語に共通している

のは、①「所～」（～するところ）②「有所ー」（ーするところあり）である。

(2) 第 3 群の動詞（相当語）の中で、 平復•平・平愈 9• 平減の 4 語に共通しているのは、

③「有～気」（～するケあり）であり、 平復と平愈の2語に共通しているのは、④「得～」

（ーすることをう）である。

(3) 名詞（相当語）で、 緑常・例•平生・常俄の4語に共通しているのは、⑤「復ー」

（～にフクす）である。

又、尋常と例の2語に共通しているのは、⑥「従～」（～にしたかふ）⑦「如～」（～の

ことし） ⑧ f異～」（～にことなり〉である。
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「小右記」に見られる病気・怪我に関する単語一覧

〔色）＝「色葉字類抄」、 〔名〕＝ 「観智院本類棗名義抄』

0 ＝有、 X＝無 〔名〕＝「観智院本類棗名義抄Jに戟っている0 .

A 和語 (1) 名詞（相当語）

単距 餃み方 （色〕 朋籾 単器 読み方

戸脚

あし ° 24 24 血 ち

あし ゜ 6 25 近目 ちかめ

2 汗 あせ ゜ 2 26 恙 つつか

3 腕 うて X〔名〕 1 27 常儀 つねのキ

4 面 おもて ゜ 17 28 手 て

5 大指 おおゆひ X 1 29 手足 てあし

6 桁 かさ ゜ 32 30 悩気 なやましけ

7 頭 かしら ゜ 8 31 悩 なやみ
·8 風 かせ ゜ 8 32 ・ 歯 は

， 府 かた ゜ 3 33 鼻 はな

10 願色 かほのいろ X 3 34 腹 はら

｛ 綬疵
きす ゜ 23 35 針 はり

11 
きす ゜ 1 36 肱 はれ

12 医師 くすし X I 37 腫物 はれもの

13 薬 くすり ゜ 19 38 膝 ひさ

14 口 くち ゜ 1 39 肱 ひち

15 顧 くひ ゜ 2 40 隙 ひま

16 心地 ここち X 35 41 蛭 ひる

17 心 .:呵 ..:.ヽ三 ろ ゜ 1 42 頻 ほほ

18 腰 こし ゜ 19 43 服 まなこ

19 声 こゑ x（名） 3 44 身 み

20 咳病 しはふきやみ X 4 45 胸 むね

21 尻 しり ゜ 2 4. 6 目 め
2. 2 筋 すち ゜ I 47 股 もも

23 背 せ ゜ 5 48 病 やまひ

-122-

〔色〕． 躙t

゜ 5 

X 1'

゜ 9 

X 1 

゜ 3 

X 3 

X 50 

゜ 50 

゜ 3 
＇ 

゜ 1 

゜ 8 

゜ 2 

X 1 

、 x, 13 

゜ 2 

゜ 2 

X 4 

x（名〕 3 

゜ 4 

゜ 1 

゜ 23 

゜ 36 

゜ 86 

゜ 2 

゜ 176 

(9) 



単語 統み方 （色〕 訊§ 単話 絞み方 （色〕

49 腋 わき ゜ 1 51 

{:: 
わらはやみ ゜

50
{
: 

わつらひ X 1 わらはやみ X · 

わつらひ X 1 !It 730 

(2)動詞（相当語）

単語 読み方 （色〕 !II例g 単語 読み方 〔色） ffl雌

1 喘 あへ< ゜ 1 21 折 おる ゜ 1 

·2 労 いたはる .0 26 22 乾 かはく ゜ 2 

所労 いたはるところ X 79 23 加 くはふ ゜
·
2 

有所労 いたはるところあり X 131 24 切 きる ゜ 2 

粥沿 いたはるところIiへり X 3 25 打切 うちきる X 1 

3 

戸所痛

いたむ ゜ 2 26 喰 くらふ ゜ 3 

いたむところ X 1 27 苦 くるしふ ゜ 3 

4 愈 いゆ ゜ 4 汲｝ 苦吟 くるしひうめく X 1 

5 愈合 いえあゆ X 2 29 気上 ケあかる X 1 

6 得 う ゜ 13 30 削 けつる ゜ 1 

7 メス う＜ ゜ 6 31 叫 さけふ ゜ 2 

8 打 うつ ゜ 5 32 鎮 しつむ ゜ 1 

， 打破 うちゃふる X 6 33 沈 しつむ ゜ 2 

10 移 うつる ゜ 2 34 咳 しはふく X 2 

11 吟 うめく X 2 35 攻 せむ ゜ 1 

12 吟苦 うめきくるしふ X 1 36 損 そこなふ ゜ 2 

13 発 おこる ゜ 62 37 打損 うちそこなふ X 1 

14 癸悩 おこりなやむ X 13 38 背 そむく ゜ I 

15 発煩 おこりわつらふ X 8 39 憑 たのむ ゜ 4 

16 衰老 おとろへおゆ X 1 40 堪 たふ ゜ 3 

17 哀疲 おとろへつかる X I 41 イト たふる ゜ 1 

18 衰痩 おとろへやす x. 1 42 散 ちる 〇 14 

19 思悩 おもひなやむ X 3 43 疲 つかる 0, .1 

20 及 およふ ゜ 1 44 突損 つきそこなふ X 1, 
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単語 貌み方 〔色〕 酬g '単語 説み方 〔色） Ill雌

45 突破 つきやふる X . 1 60 踏飲 ふみあやまる X 1 

46 取 とる ゜ 2 61 踏祖 ふみそこなふ X 1 

47 悩 なゃむ Q 126 62 踏立 ふみたつ X 3
' 

所慎 なやむところ X 26 63 捩 ふるふ ゜ 1 

相甜 なやむところあり X 4 64, 

｛ 倍増
ます ゜ 13 

48 悩吟 なやみうめく X 2 ます ゜ 1 

49 悩苦 なやみくるしふ X 12 65 乱 みたる ゜ 4 

50 悩煩 なやみわつらふ X 21 66 見 みる ゜ 2 

51 迎 なゆ X 1 67 他 もよほす ゜ 1 

52 似 にる X 16 68 休 やすむ ゜ 3 

53 臨 のそむ ゜ 1 69 止 やむ ゜ 4 

“ 肱 はる ゜ 10 70 病 やむ ゜ 4 

55 胚悩 はれなやむ X l 71 蘇 よみかへる ゜ 1 

56 冷 ひゆ ゜ 3 72 煩 わつらふ X〔名） 54 

57 冷 ひやす X 1 所煩 わつらふところ ・ X 9 

58 臥 ふす X 12 有烈l わつらふところあり X 14 

59 臥煩 ふしわつらふ X ·l 73 煩悩 わつらひなゃむ X 1 

計 784 

＇・・ （3) 形容洞（相当語）

単話 説み方 〔色〕 繭Ig 単話 読み方
.

〔色〕 月例t

1 赤 あかし ゜ 22 10 

｛ 昭昏
くらし X〔名） 5 

2 明 あかし ゜ 2 くらし ゜ 1. 

3 熱 あつし ゜ 17 11 苦 くるし X 5 

; 4 辺 あまねし ゜ 1 12 

｛ 不未快
快 こころよからす ・ X 18 

5
' 危 あやふし ゜ 2

. 
こころよからす X 17. 

6 痛 いたし o
· 

12 13 為 たかし
'

〇 3 

7 瓜 おもし ゜ 108 14 無力 ちからなし X 16 

8 難 かたし ゜ I 15 焦恙 つつかなし X 1 

9 軽 かるし ゜ 5 16 悩 なやまし X 22 
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単話 読み方 〔色〕 庫§ 単語 読み方 （色〕
．

躙t

37 病拐 ヒヤウア X 1 48 不例 フレイ X 4 

38 病苦 ヒャウク X 1 49 平生 ヘイセイ X 1 

39 病患 シャウクワン X 3 50 老屈 ラウクッ ゜ 2 

40 病死 ヒャウシ X 1 51 老骨 ラウコッ X 2 

41 病者 ヒヤウシャ X 7 52 痢 リ ゜ 8 

42 病人 ヒャウニン X 3 53 痢病 リヒヤウ ゜ 21 

43 病悩 ヒヤウナウ X 15 54 霊 リヤウ X 10 

44 病嘉 ヒヤウルイ X 1 55 例 レイ ゜ 24 

45 風気 フウキ X 1 56 療治 レウチ ' ゜ 8 

46 風病 フヒャウ X “ 57 刃t一生 ハンシイッシャウ X 7 

47 不予 フヨ X 4 計 428 

(2)動詞（相当語）

単括 読み方 〔色） Ill叫§ 単語 読み方 〔色） Ill耶

1 休息 キウソク ゜ 4 16 平復 ヘイフク ゜ 44 

2 眩転 ケンテン ゜ 2 17 平愈 ヘイユ ゜ 15 

3 苦悩 クナウ 0 4 18 発起 ホッキ 0 . 1 

4 泥乱 クワイラン X 3 19 浴馬 ラクハ X 1 

5 泥和 クワイワ X 1 20 屈 クツす X l 

6 減平 ケンヘイ X 6 21 減 ケンす ゜ 30 

7 除愈 ショュ ・ X 1 22 沼 シヤす X 7 

8 振勁 シントウ X 1 23 称 ショウす ゜ 31 

， 葬生 ソセイ ゜ 5 24 存 ソンす ゜ 2 

10 湯治 タウチ ゜ 14 25 治 チす x 4 

11 関伏 テウフク X 1 26 復 フクす X 37 

•1 2 発動 ハットウ X 30 27 服 フクす X 41 

13 不囮 フテウ ゜ 1, 28 平 ヘイす X , 16 

14 平減 ヘイケン X 3 29 滅 メツす X 2, 

15 平損 ヘイソン X 5 計 313 
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単語 読み方 （色〕 躙§ ・単語 読み方 〔色〕 酬§
17 不安 やすからす X 1 21 如常 つねのことし X 2 

18 宜 よろし ゜ 128 22 差岳事 ことなることなし X 11 

19 

｛ 類難：
たへかたし ゜ 21 屈喜積 ことなることおはさ t X 11 

たへかたし X I 無異 ことなる（こと）なし X 2 

20 如此 かくのことし ゜ 2 計 437 

(4)形容勁詞（相当語）

1 |:江こ豆す

単語

X 

読み方

おたやかならす

計

X 

4

B 字音語

単語 読み方 〔色） 頴g 単語 読み方 〔色〕 繭t
1 医療 イレウ X 4 、19 疾病 シッヘイ ゜ 1 

2 疫 エキ ゜ 6 20 邪気 シャヶ ゜ 43 

3 疫死 エキシ X 2 21 邪霊 シャリヤウ X 1 

4 疫燦 エキレイ X 7 22 辛苦 シンク ゜ 3 

5 飲食 オンシキ X 12 23 辱常 シンシャゥ ゜ 16 

6 加持 カチ X 6 24 心神 シンシン ゜ 38 

7 荏乱 クワクラン ゜ ， 25 心性 シンセイ X 1 

8 灸 キウ X〔色〕 3 26 進退 シンタイ ゜ 5 

， 気力 キリヨク 。 3 27 心労 シンラウ ゜ 3 

10 苦痛 クッゥ ゜ 2 28 寸白 スハク ゜ ， 

11 験 ケム ゜ l 29 赤痢 セキリ X 5 

12 言語 ケンコ ゜ 1 30 膳 セン X 2 

13 紅頻 コウカン X 1 31 増減 ソウケン X 6 

14 時疫 シエキ X 6 32 痔 チ 。 3 

15 食 シキ X〔名〕 2 33 治 チ X 1 

16 時行 シキャゥ ゜ 12 34 熱 ネッ X 38 

17 疫 シッ X 4 35 熱物 ネツのもの x 7 

18 疾疫 シッエキ X 1 36 濃汁 ノウシフ X 1 

(I)名詞（相当語）
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・ （3)形容動詞（相当語）

単栢 読み方 （色〕 睛§ 単話 読み方 〔色〕 朋lt

1 危急 キキフ X 7 7 憔悴 セウスイ ゜ 5 

2 急 キフ X 1 8 微 ヒ ゜ 1 

3 枯栢 コカウ ゜ 7 ， 非常 ヒシャウ ゜ 1 

4 昏黒 コンコク X 1 10 不伐 フカク ゜ 37 

5 至急 シキフ X 2 11 不便 フヒ
‘ノ ゜ 3 

6 尋常 シンシャウ ゜ 27 12 止弱 ワウシャク ゜ 7 

計
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（中国短期大学経営情報学科助教授）
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